
新エネルギー新聞2017年（平成29年）2月6日 第71号隔週 月曜日発行15

連
載
・
イ
ベ
ン
ト

◆ENEX2017 第41回地球環境とエネル
ギ ー の 調 和 展（Energy and Environ
ment Exhibition）／ Smart Energy 
Japan2017 ／ 電 力・ ガ ス 新 ビ ジ ネ
スEXPO 2017（旧 新電力EXPO）
会期：2017年2月15日（水）～ 17日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：
東京ビッグサイト東1・2ホール（東京都
江東区有明3-11-1）▷入場料：3,000円
（ウェブサイトで事前来場登録すると無
料）▷主催：＜ENEX2017＞一般財団法人
省エネルギーセンター＜Smart Energy
Japan2017＞株式会社JTBコミュニケー
ションデザイン＜電力・ガス新ビジネ
スEXPO 2017＞一般財団法人省エネルギ
ーセンター／株式会社JTBコミュニケー
ションデザイン/問合せ先：展示会事務
局03-5657-0762（株式会社JTBコミュニ
ケーションデザイン内）

◆スマートエネルギー Week2017（併催：第
10回［国際］太陽電池展 ～ PV EXPO 2017
～／第8回 太陽光発電システム施工展／第
8回［国際］二次電池展 ～バッテリー ジャ
パン～／第7回［国際］スマートグリッド 
EXPO ／第5回［国際］風力発電展 ～ WIND 
EXPO 2017 ～／第3回 電力自由化 EXPO ／

第2回［国際］バイオマス発電展／第1回
［次世代］火力発電 EXPO ／ FC EXPO 2017 

～第13回［国際］水素・燃料電池展～）
会期：2017年3月1日（水）～ 3日（金）▷
開催時間：10：00 ～ 18：00（最終日は
17：00まで）▷会場：東京ビッグサイト
（東京都江東区有明3-11-1）▷入場料：
無料（事前登録制）▷主催：リード エグ
ジビション ジャパン/問合せ先：展示
会事務局【出展】03-3349-8576 ／【来
場】03-6748-8067（リードジャパン内）

◆高機能素材Week2017（第8回高機能
フィルム展／第6回高機能プラスチッ
ク展／第4回高機能金属展／第2回高
機能セラミックス展／第1回接着・接
合EXPO ／第27回ファインテックジ
ャパン（液晶・有機EL・センサ技術
展 ）／ Photonix2017（第17回 光・ レ
ーザー技術展）／第17回光通信技術展

（FOE）／第1回映像伝送EXPO（VCOM）
会期：2017年4月5日（水）～ 7日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 18：00（最終
日は17：00まで）▷会場：東京ビッ
グサイト（東京都江東区有明3-11-1）
▷入場料：無料（事前登録制）▷主
催：リード エグジビション ジャパ
ン/問合せ先：展示会事務局【出展】
03-3349-8568 ／【 来 場 】03-5302-
3143（リードジャパン内）

◆関西農業ワールド2017（第1回[関西]次
世代農業EXPO ／第1回[関西]農業資材
EXPO ／第1回関西6次産業化EXPO）
会期：2017年4月5日（水）～ 7日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 18：00（最終
日は17：00まで）▷会場：インテッ
クス大阪（大阪市住之江区南港北
1-5-102）▷入場料：無料（事前登録
制）▷主催：リード エグジビション
ジャパン/問合せ先：展示会事務局
【出展】03-3349-8511 ／【来場】03-
5302-3142（リードジャパン内）

◆TECHNO-FRONTIER 2017（テ ク ノ フ
ロンティア2017）（第35回モータ技
術展／第26回 モーション・エンジ
ニアリング展／第10回メカトロニク
ス技術展／第32回電源システム展／
第9回エコパワーソリューション展
／第30回EMC・ノイズ対策技術展／
第19回熱設計・対策技術展／集中展
示：機械部品・加工技術展／集中展
示：産学官交流技術移転フォーラム）
会 期：2017年4月19日（水 ）～ 21日
（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：00
▷会場：幕張メッセ（千葉市美浜区
中瀬2-1）▷入場料：3,000円（税込、
ただし事前登録証持参者、招待状持
参者および学生は無料）▷主催：一
般社団法人 日本能率協会/問合せ

先：事務局03-3434-0587（日本能率
協会・産業振興センター内）

●第8回日独エネルギー・環境フォー
ラム「地球環境対策に資するエネル
ギーの新たな枠組み（仮題）」
会期：2017年2月9日（木）・10日（金）
▷開催時間：＜9日＞10：00 ～ 17：
35（受付開始9：30）＜10日＞9：30 ～
13：00（受付開始 9：00）▷会場：WTC
コンファレンスセンター（東京都港区
浜松町2丁目4番1号 世界貿易センタ
ービル38F）▷入場料：無料（事前登録
制）▷主催：国立研究開発法人新エネ
ルギー・産業技術総合開発機構
(NEDO) ／ドイツ連邦環境・自然保
護・建設・原子炉安全省（BMUB）／ド
イツ連邦経済・エネルギー省（BMWi）/
問合せ先：申し込み事務局03-5402-
6412（株式会社日本旅行ECP営業部内）

●第11回イワタニ水素エネルギーフォーラム
▷入場料：無料（登録入場制）▷主
催：岩谷産業株式会社/問合せ先：
フォーラム事務局03-5405-7030
【大阪会場】会期：2016年2月14日
（火）▷開場：12：30 ／開演：13：00
▷会場：グランフロント大阪 北館
B2F ナレッジキャピタル コングレコ
ンベンションセンター ホール『A+B』

（大阪府大阪市北区大深町3-1）
【東京会場】会期：2016年2月27日
（月）▷開場：12：30 ／開演：13：00
▷会場：東京国際フォーラム『ホー
ルB7』（東京都千代田区丸の内3-5-1）

● 環 境 ビ ジ ネ ス セ ミ ナ ー「PV NEXT VISION」 ～
2017年も太陽光で勝ち続けるための分析と戦略～
会期：2017年2月16日（木）▷開催時
間：13：00 ～ 17：15▷会場：ベルサ
ール東京日本橋 5階 ROOM3＋4＋5（東
京都中央区日本橋2-7-1東京日本橋タ
ワー）▷参加費：無料（1媒体2名まで）
▷主催：株式会社日本ビジネス出版
環境ビジネス編集企画部／協賛：ネ
クストエナジー・アンド・リソース
株式会社/問合せ先：03-5287-8600

（日本ビジネス出版内）
●地熱シンポジウム in 雲仙

会期：2017年2月17日（金）▷開催時
間：14：00 ～ 17：30（開場13：30）▷
会場：長崎県雲仙市小浜体育館（雲仙
市小浜町南本町7番地）▷入場料：無
料（事前申込制）▷主催：雲仙市／長
崎大学/問合せ先：雲仙Eキャンレッ
ジ交流センター 0957-74-3345 ／長崎
大学環境科学部095-819-2766　＊エ
ネルギー技術展示会同時開催

新エネルギー関連
イベントカレンダー（2月～ 4月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会展示会

『
風
車
の
あ
る
街
』

―
映
画
が
伝
え
る
風
車

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

Something
NEWS

▶ ◀OfByForコラム
地域の

地域による
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▼
地
域
開
発
映
画

映
画
『
古
都
』
が
、
昨
年

暮
れ
か
ら
上
映
さ
れ
た
。
こ

の
作
品
は
、
川
端
康
成
の
小

説
『
古
都
』
を
素
材
と
し
て

現
代
の
課
題
へ
一
つ
の
答
え

を
出
そ
う
と
、
映
画
化
し
た

も
の
で
あ
る
。
『
古
都
』
で

は
、
京
都
と
、
北
山
杉
の
産

地
で
あ
る
京
都
府
の
中
川

が
、
そ
の
舞
台
に
登
場
す

る
。
京
都
の
老
舗
呉
服
店
の

娘
・
八
重
子
と
銘
木
北
山
杉

の
林
業
家
の
娘
・
苗
子
の
二

人
（
実
は
、
二
人
は
生
き
別

れ
の
双
子
姉
妹
）
の
出
会
い

と
彼
女
た
ち
が
未
来
に
生
き

る
た
め
の
挑
戦
と
葛
藤
の
物

語
で
あ
る
。

映
画
が
伏
線
と
し
て
語
っ

て
い
る
の
は
、
現
代
の
職
業

観
、
日
本
に
お
け
る
伝
統
の

継
承
に
対
す
る
親
子
の
選
択

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
地
域
文

化
、
そ
し
て
日
本
の
伝
統
文

化
に
対
す
る
解
釈
と
と
も

に
、
そ
れ
を
家
業
と
し
て
継

ぐ
か
否
か
の
問
題
で
も
あ

る
。
こ
の
面
で
は
、
川
端
の

小
説
を
超
え
て
「
現
代
」
と

と
も
に
未
来
を
も
表
現
し
て

い
る
。

こ
の
映
画
は
、「
地
域
開

発
映
画
」
と
い
う
新
し
い
ジ

ャ
ン
ル
を
つ
く
ろ
う
と
し
て

い
る
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
、

継
続
的
な
地
域
創
生
の
仕
組

み
と
映
画
の
中
で
表
現
し
、

そ
れ
を
例
と
し
て
全
国
に
広

め
よ
う
と
す
る
関
係
者
の
協

働
作
品
で
も
あ
る
。
筆
者
も

「
地
域
開
発
映
画
」
に
共
鳴

し
、こ
れ
を
推
進
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
本
コ
ラ
ム
の
主

題
で
あ
る
Ｏ
ｆ
Ｂ
ｙ
Ｆ
ｏ
ｒ

と
密
接
に
関
連
す
る
「
地
域

の
地
域
に
よ
る
地
域
の
た

め
」
の
取
り
組
み
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
が
、
同
様
の
目
的
で

作
ろ
う
と
し
て
い
る
映
画
に

『
風
車
が
あ
る
町
』
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
２
０
１
８
年

の
公
開
に
向
け
制
作
中
で
あ

る
の
で
、
本
号
で
は
、
別
名

の
既
作
品
を
紹
介
し
た
い
。

▼
吉
永
小
百
合
＆
浜
田
光
男

の
「
風
車
の
あ
る
街
」

女
優
・
吉
永
小
百
合
が
、

い
ま
「
東
京
新
聞
」
に
エ
ッ

セ
イ
を
書
い
て
い
る
。
そ
の

な
か
で
、
日
活
映
画
『
キ
ュ

ポ
ラ
の
あ
る
街
』（
１
９
６

２
年
公
開
、
浦
山
桐
郎
監
督

)
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

６
０
代
以
上
の
人
に
は
、
吉

永
小
百
合
と
浜
田
光
男
の
青

春
コ
ン
ビ
に
よ
る
映
画
が
、

そ
の
時
代
を
風
靡
し
た
こ
と

を
強
く
記
憶
に
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

当
時
の
吉
永
は
、
瑞
々
し

く
、
明
る
く
成
長
す
る
時
代

で
あ
り
、
ま
た
日
本
自
体
が

貧
困
と
混
乱
の
状
況
下
で
高

度
経
済
成
長
が
進
行
す
る
時

代
で
あ
っ
た
。

さ
て
二
人
の
青
春
コ
ン
ビ

の
作
品
に
『
風
車
の
あ
る

街
』（
１
９
６
６
年
公
開
、

森
永
健
次
郎
監
督)

が
あ

る
。
同
じ
く
日
活
映
画
で
あ

る
。
こ
の
作
品
は
、
風
車
の

国
、
オ
ラ
ン
ダ
で
撮
影
さ
れ

た
。
冒
頭
、
映
画
は
吉
永
の

歌
か
ら
始
ま
り
、
長
崎
に
向

る
干
拓
地
の
堤
土
手
の
現
地

の
映
像
は
、
当
時
で
は
驚
き

の
迫
力
シ
ー
ン
で
あ
っ
た
と

思
え
る
。

映
画
の
中
で
吉
永
が
い
う

有
名
な
格
言
、「
神
は
海
を

造
っ
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
人
は

陸
を
造
っ
た
」
は
、
こ
れ
も

当
時
は
衝
撃
的
で
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
浜
田

も
い
う
、「
東
京
湾
の
干
拓

は
、
や
れ
ば
で
き
る
の
に
、

や
ら
な
い
だ
け
な
ん
だ
」

は
、
彼
自
身
の
挑
戦
心
の
表

れ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
夢
を

持
ち
挑
戦
す
る
姿
は
、
当
時

の
社
会
情
勢
と
合
致
し
、
同

世
代
の
者
と
し
て
共
感
を
覚

え
る
。

▼
映
画
に
描
か
れ
た
映
画

風
車
が
映
画
に
描
か
れ
て

い
る
作
品
は
、
い
く
つ
も
あ

り
、
私
は
そ
う
し
た
映
画
の

何
点
か
の
ビ
デ
オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
所
有
し
て
い
る
。
私
の
関

心
は
、
映
画
で
描
か
れ
る
風

車
の
登
場
シ
ー
ン
で
あ
る
。

従
来
、
Ｔ
Ｖ
の
Ｃ
Ｍ
、
新
聞

の
広
告
、
そ
し
て
イ
ン
タ
ネ

ッ
ト
の
Ｈ
Ｐ
な
ど
に
お
い
て

も
、
風
車
は
環
境
の
代
名
詞

と
し
て
の
背
景
的
シ
ン
ボ
ル

で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
風

車
は
回
転
し
て
い
る
か
ど
う

か
は
問
わ
ず
、
背
景
と
し
て

の
風
車
、
す
な
わ
ち
シ
ル
エ

ッ
ト
と
し
て
で
あ
っ
た
。

い
ま
風
車
は
、
こ
う
し
た

背
景
と
し
て
の
風
車
か
ら
、

実
像
と
し
て
の
風
車
へ
変
身

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
は
、
こ
の
変
身
は
、
風
車

自
身
が
出
来
な
い
の
で
、
人

間
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
人

間
と
地
域
の
Ｏ
ｆ
Ｂ
ｙ
Ｆ
ｏ

ｒ
の
サ
ム
シ
ン
グ
と
し
て
の

対
象
で
あ
る
。
風
車
の
「
社

会
受
容
性
」
を
今
後
も
取
り

上
げ
た
い
が
、
そ
れ
は
、
風

力
発
電
を
自
分
の
も
の
と
す

る
Ｏ
ｆ
Ｂ
ｙ
Ｆ
ｏ
ｒ
の
共
通

認
識
で
あ
る
。

風
車
は
、
粉
挽
き
風
車
で

も
、
揚
水
風
車
で
も
、
発
電

風
車
で
も
、
そ
の
稼
働
し
て

い
る
姿
こ
そ
が
実
像
で
あ

り
、
美
し
い
。「
地
域
開
発

映
画
」
の
中
で
の
風
車
で

は
、
そ
う
し
た
実
像
が
伝
わ

る
よ
う
に
し
た
い
。

吉永小百合と浜田光男の青春コンビ
による「風車のある街」

第②回

三
浦
は
、
幼
稚
園
保
母

で
あ
り
出
身
大
学
の
教
授

と
と
も
に
オ
ラ
ン
ダ
で
講

演
発
表
に
出
か
け
る
。
石

倉
は
土
木
会
社
の
エ
ン
ジ

ニ
ア
で
あ
る
が
、
東
京
湾

の
干
拓
を
夢
見
て
お
り
、
そ

の
た
め
オ
ラ
ン
ダ
の
デ
ル
フ

ト
工
科
大
学
の
土
木
工
学
科

に
留
学
し
、
現
地
で
干
拓
土

木
工
事
を
実
習
し
て
い
る
。

二
人
は
オ
ラ
ン
ダ
で
再
会
す

る
が
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
お

い
て
祖
母
の
一
言
が
契
機
と

な
り
、
二
人
が
結
ば
れ
る
と

い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。

こ
の
映
画
は
、
現
地
撮
影
さ

れ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
各
地
を
紹

介
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

オ
ラ
ン
ダ
の
粉
挽
き
風
車
が

登
場
す
る
。

私
は
、
千
葉
大
学
で
風
車

の
講
義
を
し
て
い
た
時
代

に
、
こ
の
映
画
の
ビ
デ
オ
を

購
入
し
た
。
今
回
、
ま
た
全

編
を
通
し
て
見
た
が
、
吉
永

と
浜
田
、
そ
し
て
北
林
の
演

技
は
、
独
特
の
魅
力
が
あ

り
、
50
年
を
経
た
現
在
か
ら

見
て
も
、
そ
の
演
技
に
は
、

確
か
な
持
続
可
能
性
が
あ
る
。

映
画
で
は
Ｋ
Ｌ
Ｍ
オ
ラ
ン

ダ
航
空
や
森
永
チ
ー
ズ
な
ど

が
実
名
で
登
場
し
、
吉
永
が

木
靴
を
履
い
た
り
、
オ
ラ
ン

ダ
の
民
族
衣
装
を
着
て
歩
く

な
ど
の
、
現
地
紹
介
が
ほ
ほ

え
ま
し
い
。
そ
れ
に
も
増
し

て
、
石
倉
と
と
も
に
登
場
す

か
う
列
車
で
、

吉
永
が
演
じ
る

三
浦
ま
り
子

と
、
浜
田
が
演

じ
る
石
倉
力

三
、
そ
し
て
三

浦
の
祖
母
役
の

北
林
谷
栄
の
三

人
が
出
会
う
シ

ー
ン
が
あ
る
。


